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決算を考える・財政状況を知る

● 水道事業会計の決算状況 ●

１　収益的収入・支出〔経営成績〕

●収入　１億3788万円　　　●支出　１億1119万円

2　資本的収入・支出〔施設整備費など〕

●収入　       1064万円　　　●支出　      8511万円
※収入が不足する7447万円は、当年度分損益勘定留保資
金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
減債積立金で補てんしています。
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３
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特別会計決算の概要

令和４度 会計別決算の状況
区　分

歳　入 歳　出
(B)

差引額
(A)-(B)

予算に対する執行率

総額(A) 左記中一般会計
から の 繰 入 額 歳　入 歳　出

一　般　会　計 52億4214万円 49億473万円 3億3741万円 85.35% 79.86%

特
　
別
　
会
　
計
　

国 民 健 康 保 険 6億4701万円 6644万円 6億4691万円 10万円 99.76% 99.75%
後期高齢者医療 7072万円 2512万円 7064万円 8万円 97.88% 97.77%
農業集落排水事業 5826万円 2791万円 5648万円 178万円 64.17% 62.21%
下 水 道 事 業 1億6079万円 1億356万円 1億5707万円 372万円 100.58% 98.26%
索 道 事 業 3080万円 2547万円 3079万円 1万円 100.01% 99.97%
戸 田 財 産 区 738万円 0万円 683万円 55万円 101.77% 94.18%
伊 保 内 財 産 区 864万円 0万円 824万円 40万円 80.87% 77.12%
江 刺 家 財 産 区 523万円 0万円 445万円 78万円 100.02% 85.07%
合　計 62億3097万円 2億4850万円 58億8614万円 3億4483万円

　令和４年度特別会計は、すべての会計
で黒字決算となりました。しかしながら、
一般会計からの繰入金で黒字を保ってい
る状況です。

●国民健康保険特別会計●
　歳出額は、保険給付費の増などにより前年度比で
1705 万円の増額。歳入の不足分は、一般会計からの
繰入金で賄っています。

●後期高齢者医療特別会計●
　歳出額は、医療保険料納付金の増などにより前年度
比で 617 万円の増。歳入は、保険基盤安定負担金など
で補てんされ、差引残額は８万円となりました。

●農業集落排水事業特別会計●
　歳出は、施設機能強化対策工事の実施などにより前
年度比で2112万円の増。歳入の不足は、国庫補助金
や下水道債、一般会計繰入金で賄っています。

●下水道事業特別会計●
　歳出は、公営企業会計移行のための会計システム構
築などにより前年度比 2906万円の増。歳入不足を交
付金や下水道債、一般会計繰入金で賄っています。

●索道事業特別会計●
　歳出では、ゲレンデの災害復旧工事を1654万円で
実施。歳入は、降雨などによる一時休業のため索道使
用料が前年度比195万円の減額となりました。歳入の
不足分2547 万円を一般会計繰入金で賄っています。

●戸田財産区特別会計●
　郷土芸能伝承活動への寄附金の支出などがあり、歳
出は前年度比12万円の増額となりました。

●伊保内財産区特別会計●
　造林事業の実施などにより、歳出は前年度比で266
万円の増額となりました。

●江刺家財産区特別会計●
　森林管理事業などを前年度と同様に実施しましたが、
森林共済掛金の減少などにより、歳出は前年度比で
７万円の減額となりました。

一般会計からの繰入金に依存
一般会計決算の概要

　令和４年度一般会計の歳出決算額は49億473万円
で、前年度決算額と比較すると６億202万円、10.9％
の減額となっています。
　歳出を経済的な性質に着目した「性質別分類」で見る
と、人件費や扶助費、公債費といった「義務的経費」が
前年度より922万円、0.5％の増額となりました。「投資
的経費」は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金を活用した大きな事業が完了したものの、令和
４年８月の豪雨災害に対応するため災害復旧費に１億
6297万円の支出があったことから前年度比12.８％の増
額。「その他の維持費」は、二戸消防署九
戸分署新築工事完了による負担金や積立
金の減少などで前年度比7億３421万円、
27.４％の減額となっています。
※歳入と目的別の歳出は、４・5ページに掲載しています。

● 令和４年度の主な事業 ●
・オドデ館増改修工事………………………２億316万円
・公共土木施設災害復旧事業… …………１億695万円
・地域おこし協力隊・企業人事業… ………… 6595万円
・農道戸田五郎沢線道路改良工事… ……… 3515万円
・伊保内高校旧教員住宅解体工事… ……… 2360万円
・木の駅整備事業……………………………… 1248万円
・九戸中学校非常階段修繕工事… ………… 1150万円

性質別の支出から見る

　令和５年第３回定例会は、９月４日から15日
までの12日間の会期で開かれました。今定例
会では、村長から令和４年度会計決算などの
議案16件、議員発議として１件の議案が提出
され、すべての議案が原案のとおり可決・認定
されました。一般質問には３人が登壇し、子育
て支援などについて村政をただしました。

一般会計決算 性質別歳出の状況

義務的経費　38.2%

投資的経費　22.1
%

そ
の
他
の
維
持
費
　
39.7%

投資・出資金・貸付金 300万円（0.1％）

人件費
8億1580万円
（16.6％）

扶助費
5億3724万円
（11.0％）

公債費
5億1987万円
（10.6％）

普通建設事業費
9億2146万円
（18.8％）

災害復旧事業費
1億6297万円（3.3％）

物件費
7億9020万円
（16.1％）

補助費等
6億5220万円
（13.3％）

繰出金
4億5597万円
（9.3％）

維持修繕費
1096万円
（0.2％）

積立金
3506万円
（0.7％）

令和４年度に増改修工事が行われ、にぎわう「オドデ館」

くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行 〈2〉くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行〈3〉



決算を考える・財政状況を知る

“むらづくり”にどう 生かしたか
  「住みたい村、住み続けたい村」の実現への取り組みは？

一般会計決算

決 

算
令和４年度　一般会計決算

【歳入】
区　　分 前年度決算額

と  の  比  較 区　分　の　説　明

自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

村 税 1301万円 村民税や固定資産税など、村民の
皆さんからの税金

諸 収 入 △1545万円 村税等の延滞金や預金利子など

使 用 料
及 び 手 数 料 △138万円 証明事務などや公共施設等の利用

者が負担するお金
そ の 他 の
自 主 財 源 △3187万円 分担金や負担金など、他の収入科

目に含まれないお金

自 主 財 源 計 △ 3569万円

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

地 方 交 付 税 1796万円 村の財政需要の状況により、国から
配分されたお金

村 債 △1億1486万円 事業を行うために国や金融機関な
どから借りたお金

国 庫 支 出 金 △1億407万円 事業を行うために国から交付され
たお金

県 支 出 金 △1億1385万円 事業を行うために県から交付され
たお金

そ の 他 の
依 存 財 源 △32万円 地方消費税交付金、地方譲与税、法

人事業税交付金など

依 存 財 源 計 △3億1514万円

歳 入 総 額 △3億5083万円

【歳出】
区　　分 前年度決算額

と  の  比  較 区　分　の　説　明

総 務 費 △2億269万円 村の全般的な業務や財産管理、村
税の事務などに充てた経費

民 生 費 △5619万円 高齢者や障がい者、保育園の運営
など社会保障に充てた経費

公 債 費 2050万円 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

土 木 費 △6328万円 道路・河川などの建設や維持管理
に充てた経費

教 育 費 △1億5237万円 小・中学校の運営や社会教育・体育
事業などに充てた経費

商 工 費 1億1462万円 商工業の振興などに充てた経費

農 林 水 産 業 費 2074万円 農林水産業の振興などに充てた経
費

消 防 費 △4億3578万円 防災や災害時の活動などに充てた
経費

災 害 復 旧 費 1億5862万円 災害の復旧に充てた経費

衛 生 費 △750万円 保健・衛生・環境などの業務に充て
た経費

議 会 費 131万円 議会の運営に充てた経費

歳 出 総 額 △6億202万円

村債(借金)はどれくらい？

一般会計 51億2196万円（２億7655万円増）
特別会計 9億3325万円（     5516万円減）
合　計 60億5521万円（２億2139万円増）

※カッコ書きは、前年度との比較。特別会計の金額は、財産区の会
計を含まない金額です。

財政の健康診断
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各比率が、
村長から議会に報告されました。本村の数値は、いずれも基準を
下回っており、健全財政と評価されています。

⇒基準を下回り「健全」

財政健全化判断比率の状況
区　分 ４年度 ３年度 早期健全

化基準値 説　　　明

実質赤字
比　　率

赤字
なし

赤字
なし 15.0％ 一般会計の赤字の大きさを標準的財

政規模に対する割合で示したもの。
連結実質
赤字比率

赤字
なし

赤字
なし 20.0％ 全会計の赤字の大きさを標準的財政

規模に対する割合で示したもの。
実質公債
費 比 率 7.6％ 7.2％ 25.0％ 借入金の返済額等の大きさを標準的

財政規模に対する割合で示したもの。

将来負担
比　　率 0.0％ 0.0％ 350.0％

将来負担すべき負債の大きさを標
準的財政規模に対する割合で示した
もの。

新型コロナ臨時交付金活用事業
・新型コロナウイルス感染症対策クーポン発行事業
　……………………………………………………2674万円
・九戸村産業活性化支援事業……………………2195万円
・こども手当給付事業……………………………1738万円
・燃油価格等高騰対策支援事業助成金…………1681万円
・物価高騰対策生活応援給付金…………………1423万円
・小中学校IＣＴ機器整備事業… ………………… 684万円
・九戸村商工観光推進事業……………………… 550万円
・九戸村ブランド構築事業……………………… 472万円
・高齢者世帯への配食サービス事業…………… 380万円
・飼料価格高騰対策支援助成金………………… 201万円
・上記のほか15事業… …………………………1億235万円

　　　　合　計　　　　　　　　　　　…   ２億2233万円

自主財源の比率19.５％で依存型財政
●歳入を前年度と比較すると、村税と地方交付税は増額と
なりましたが、国庫支出金、県支出金などが減額となったこ
とから、総額で３億5083万円の減額となりました。自主財
源は19.5％と低く、国や県に依存する財政となっています。
・村税の増額⇒固定資産税の増収など
・ふるさと納税寄附金⇒前年度比で635万円の増額
・国庫支出金の減額⇒子育て世帯特別給付事業費補助金
　　　　　　　　　　の減少など
・県支出金の減額⇒地方創生臨時交付金の減少など

九戸分署新築工事完了などで歳出減少
●歳出を前年度と比較すると、総額で６億202万円の減額となり
ました。これは、災害復旧費、商工費などが増額となった一方で、
消防費、総務費、教育費などが減額となったことによります。執行
率は79.86％で、前年度より11.44ポイント低下しています。
・商工費の増額⇒オドデ館増改修工事の実施など
・消防費の減額⇒二戸消防署九戸分署新築移転工事負担
　　　　　　　　金の減少など
・総務費の減額⇒財政調整基金積立金の減少など
・教育費の減額⇒小中学校エアコン整備費の減少など

村税
４億9133万円

9.4%

諸収入
１億3536万円
2.5％

使用料及び
手数料
6677万円 
1.3％

その他の自主財源
３億2902万円

6.3％

地方交付税
24億4752万円

46.7％

国庫支出金
3億9126万円

7.5％

村債
7億8207万円

14.9％

県支出金
3億8771万円

7.4％

その他の依存財源
２億1110万円 4.0％

自主財源
10億2248万円

19.5％

依存財源
42億1966万円

80.5％

歳入
52億4214

万円

総務費
12億2891万円

25.1 ％

民生費
9億3584万円

19.1％

公債費
5億1987万円

10.6％

教育費
4億7318円

9.6％

農林水産業費
2億6808万円

5.5%

消防費
2億4676万円

5.0％

衛生費 1億3811万円 2.8％

土木費
4億9087万円

10.0％

災害復旧費
1億6297万円

3.3％

商工費
3億9091万円

8.0％

議会費 4923万円 1.0％

歳出
49億473
万円

１１４.７万円
村民１人当たり

　令和４年度一般会計の決算額は、歳入が52億4214万円、歳出は49億473万円
で、差引額は３億3741万円の黒字となりました。この差引額から翌年度に繰り越
す財源２億6691万円を除いた実質収支額は、7050万円となっています。
　コロナ禍の中で、国から交付を受けた新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金(新型コロナ臨時交付金)を活用し、歳出総額の4.5％に当たる総額
２億2233万円(うち同交付金の交付額1億5569万円)で25事業が行われました。

基金(貯金)はどれくらい？

一般会計 56億1041万円(４億1229万円増)
特別会計      500万円(前年度と同額）
合　計 56億1541万円(４億1229万円増)

※カッコ書きは、前年度との比較。特別会計の金額は、財産区の会
計を含まない金額です。

１０６.３万円
村民１人当たり

くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行 〈4〉くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行〈5〉



決算を考える・決算審査特別委員会

令 和 4 年 度 決 算

決算審査
特別委員会
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。
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各
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國
夫
委
員
長
）を
設
置

し
て
行
い
ま
し
た
。各
種
施
策
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、付
託
を
受
け
た
10
会
計
の
決
算
の
う
ち
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
、他
の
９
会
計
は
全
会
一
致

で「
認
定
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
て
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、そ
の
質
疑
の
中
か
ら
、主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 決算認定とは ●
①決算　決算は、一会計年度(４月１日から３月31日

まで)の歳入歳出予算に基づく、収入と支出の結果
を集計したものです。また、予算を執行した結果、
どのような成果を挙げたかを示す成果報告ともい
えるものです。

②決算の作成　決算は、会計管理者が調製して村
長に提出します。村長は、決算に監査委員の審査
意見書等を添付して議会へ提出します。

③決算の認定　議会は、決算を審査して、認定に関
する議決を行います。重大な問題が発見されたよ
うな場合は、不認定とすることもあります。

④決算の審査　審査は、関係法規に対する適合関
係や計数的正誤等にとどまらず、当該年度だけで
なく「将来の財政運営にどう反映さ
せていくか」といった視点からの検
討も望まれ、広い視野、総合的審査
が必要とされます。

問　
村
税
の
収
納
率
は

前
年
度
よ
り
上
回
っ
た

も
の
の
、住
宅
の
使
用
料

な
ど
に
未
収
金
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
回
収
に
つ
い
て

は
、ど
う
取
り
組
む
考
え

な
の
か
。

答　
村
の
債
権
管
理
に

関
し
て
は
公
債
権
、私
債

権
と
も
条
例
を
制
定
し
て

事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、滞
納
整
理
対
策
委

員
会
で
方
針
等
を
定
め
、

関
係
部
署
で
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
情
報
を
共
有

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

使
用
料
等
に
つ
い
て
も
村

税
と
同
様
に
債
権
の
保
全

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
５
０
０
万
円
の
寄

附
金
収
入
が
あ
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
使
い
方
を
し
た

の
か
。

答　
村
内
に
風
力
発
電

所
を
設
置
し
た
法
人
か
ら

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
だ
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
の
推
進
に
役
立

て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
、
普
及
啓
発
も
兼
ね

て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
役
場

庁
舎
２
階
と
ふ
る
さ
と
の

館
に
設
置
し
た
。

未
収
金
の
回
収
に
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

一
般
会
計
決
算
・
歳
入寄

附
金
収
入

考えてみませんか。私たち議員と一緒に
　２ページから、令和４年度決算の内容を見てきました。「決算」は、執行済み
のものとして扱われがちですが、「認定して終わり」ではなく、「次にどう生か
し、つないでいくか」の視点が大事なことだと、私たち議員は考えています。
ここからは、決算審査の主な内容をお知らせしながら、今後の財政運営にお
いて、どのような改善工夫がなされるべきかを考えてみたいと思います。

「スタート」だって

言ってたよ。
「決算」で

終わりなの？

決算審査特別委員会

滞納整理対策委員会＝10月31日

くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行〈7〉 くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行 〈6〉



決算を考える・決算審査特別委員会

問　
総
務
費
の
維
持

管
理
費
を
前
年
度
と
比

較
し
て
み
る
と
、庁
舎

分
で
は
約
１
６
０
万
円
、

公
用
車
分
は
約
２
６
０
万

円
多
く
な
っ
て
い
る
。増

額
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　
庁
舎
の
維
持
管
理

に
関
し
て
は
、
１
階
に
相

談
室
を
整
備
し
た
こ
と
に

よ
る
備
品
の
購
入
の
ほ

か
、
歳
入
で
説
明
し
た
薪

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
。
公
用
車

に
関
し
て
は
修
繕
費
用
も

あ
る
が
、
燃
料
価
格
の
高

騰
が
大
き
く
、
燃
料
費
だ

け
で
約
１
０
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
た
。

問　
役
場
庁
舎
は
、雨
漏

り
な
ど
で
修
繕
が
必
要
と

思
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ

れ
る
。ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か

答　
庁
舎
の
点
検
を
し
っ

か
り
行
う
。修
繕
を
行
う

箇
所
を
検
討
し
、見
積
も

り
を
依
頼
す
る
。

問　
戸
田
保
育
園
は
、同

じ
年
齢
の
園
児
が
い
な
い

状
況
だ
。こ
の
環
境
は
、子

ど
も
に
と
っ
て
望
ま
し
い

環
境
と
は
思
え
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。統
合
な
ど
、こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
で
は
な

い
の
か
。

答　
保
護
者
の
意
向
を

聞
い
た
う
え
で
運
営
し
て

い
る
が
、
提
言
の
内
容
も

理
解
で
き
る
。
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問　
村
が
単
独
で
行
う

老
人
医
療
費
給
付
事
業

は
、村
外
通
院
は
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
。し
か
し
な

が
ら
、現
在
は
村
内
に
歯

科
医
師
が
い
な
い
こ
と
か

ら
、村
内
で
は
治
療
を
受

け
ら
れ
な
い
。で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
、村
外
の

歯
科
通
院
も
対
象
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
歯
科
治
療
は
村
外

で
し
か
受
け
ら
れ
な
い
状

況
で
あ
り
、
制
度
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
い
。

問　
九
戸
村
の
甘
茶
が

「
コ
ロ
ナ
感
染
抑
制
に
効

果
」と
、新
聞
紙
上
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。将
来
性

の
あ
る
作
物
で
あ
り
、増

産
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る

が
、収
穫
の
際
の
労
働
力

が
不
足
し
て
い
る
。何
か

対
応
策
は
な
い
か
。

　
ま
た
、加
工
工
場
は
古

く
、生
産
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、作
業
環
境
の
改

善
も
必
要
と
思
う
。施
設

整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　
生
産
者
な
ど
の
高

齢
化
も
あ
り
、人
手
不
足

が
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

現
在
は
、障
が
い
者
施
設

と
雇
用
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。こ
れ
か
ら
も
、何
ら

か
の
手
立
て
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。施

設
整
備
は
、状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
村
で
は
、
自
伐
型

林
業
の
普
及
に
よ
る
林
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

間
伐
等
を
行
い
な
が
ら
山

林
を
管
理
す
る
際
に
は
、

市
場
の
見
通
し
を
研
究
す

る
必
要
が
あ
り
、
市
場
価

格
等
の
情
報
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
提
言
事
項
に
つ
い
て

は
、調
査
等
を
行
い
な
が

ら
、よ
り
良
い
方
法
を
見
い

だ
し
て
い
き
た
い
。

問　
用
地
交
渉
が
進
ま

ず
、未
着
工
と
な
っ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。今
後
の

工
事
の
見
通
し
は
立
っ
て

い
る
の
か
。も
っ
と
計
画

性
を
持
っ
て
、整
備
を
進

め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る

保
育
園
の
今
後
ど
う
す
る

一
般
会
計
決
算
・
歳
出

甘
茶
の
増
産
対
策
と

加
工
施
設
の
整
備
が
必
要
だ
が

農
道
戸
田
五
郎
沢
線
の

未
着
工
箇
所
の
見
通
し
は答　

用
地
交
渉
が
難
航

し
て
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、工
事
の
進
め
方
を

検
討
し
て
い
る
。今
後
は
、

情
報
収
集
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
、事
業
へ
の
着
手
を

判
断
し
た
い
。

問　
国
道
３
４
０
号
小

田
沢
地
区
の
歩
道
整
備

は
、「
市
町
村
要
望
」で

県
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、「
早
期
の
着

工
は
難
し
い
状
況
」と
の

回
答
で
あ
っ
た
。村
と
し

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で

い
る
の
か
。

答　
村
と
し
て
は
、
国

道
を
直
線
化
す
る
整
備
を

要
望
し
て
い
る
。
危
険
な

箇
所
で
あ
り
、
今
後
も
強

く
要
望
を
し
て
い
く
。

庁
舎
と
公
用
車
の
管
理
費
が

増
額
し
て
い
る
理
由
は

令
和
７
年
度
小
学
校
統
合
の

進
み
具
合
は
ど
う
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊

定
住
へ
の
支
援
を
さ
ら
に

問　
令
和
７
年
度
の
小

学
校
統
合
に
向
け
て
各
学

校
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
進
ち
ょ
く
状
況
を

示
せ
。

答　
８
月
８
日
に
第
１
回

目
の
統
合
準
備
委
員
会
を

開
催
し
て
委
員
長
と
副
委

員
長
、そ
し
て
六
つ
の
専
門

部
会
を
設
置
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。９
月
11
日
に

は
、専
門
部
会
を
開
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
決
定
し
て
い
る
。９
月
中

に
は「
統
合
準
備
委
員
会

だ
よ
り
」を
発
行
し
て
、村

民
と
の
情
報
共
有
を
図
り

た
い
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
も
お
知
ら
せ
し
た
い
。

閉
校
に
関
し
て
は
、各
小
学

校
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
郷
土
芸
能
の
継
承

に
は
、
各
団
体
と
も
苦
労

し
て
い
る
。
村
指
定
無
形

文
化
財
に
対
し
て
は
保
存

活
動
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
が
、
村
の
支
援
対

象
を
広
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答　
地
元
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
保

存
継
承
に
配
慮
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財

源
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
を
検
討
し
た
い
。

問　
地
域
活
性
化
の
た

め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

隊
員
の
定
住
に
は
、自
立

に
向
け
た
支
援
や
体
制
づ

く
り
が
必
要
だ
が
、ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
定
住
に
は
、何
よ
り

も
所
得
の
確
保
が
基
本
条

件
に
な
る
と
考
え
る
が
、簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
。協
力

隊
と
の
会
合
や
収
入
モ
デ

ル
提
示
の
ほ
か
、木
の
駅
や

木
工
女
子
部
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、特

定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合

設
立
に
向
け
た
検
討
も
開

始
し
て
い
る
。

問　
産
業
活
性
化
支
援

助
成
事
業
で
は
商
工
業

関
係
に
は
１
０
５
３
万
円

（
12
件
）、農
林
業
関
係
に

１
１
４
２
万
円（
17
件
）が

補
助
金
交
付
さ
れ
た
。ど

う
いっ
た
内
容
の
も
の
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
実
施
し
た
。国
か
ら

交
付
を
受
け
た
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

新
た
な
取
り
組
み
や
生
産

性
の
向
上
な
ど
で
経
営
基

盤
強
化
を
行
う
際
の
事
業

費
を
助
成
し
た
も
の
だ
。

戸田保育園を視察調査する産業民生常任委員

農道戸田五郎沢線工事箇所

真剣なまなざしで学ぶ子どもたちに望ま
しい教育環境の整備でこたえていきたい
＝江刺家小学校

燃料価格高騰は、村の財政に
も影響を及ぼしている

今年5月オープンの「木の
駅」。林業振興のほか、地域
おこし協力隊員の定住に向
けた就労の場としても期待
されている

老
人
医
療
費
助
成

林
業
振
興
策

小
田
沢
地
区
道
路
整
備

役
場
庁
舎
管
理

郷
土
芸
能
の
継
承

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

甘茶畑で説明を受ける「地球の
しごと大学いわて九戸キャンパ
ス」の参加者ら
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一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

決算を考える・次につなぐ

令和４年度

決算 議員12人の視点

大型事業における
計画の充実

高齢者のごみ出し
に対する支援

　令和４年度の決算は、昨年度に続いて新
型コロナ対策に大きく影響を受けたものと
なりました。国の交付金により「できたこと」
もありますが、その一方では「縮小したこと」

「できなかったこと」も数多くあります。

　新型コロナが５類感染症に移行した今、村
の限られた財源の中で、これから「何を優先」
して取り組んでいけばよいのか。ここでは、
令和４年度の決算を踏まえ、村民の皆さんと
一緒に考えてみたいと思います。

村民の幸せのた めに
　力を入れてい くことは？

新型コロナの位置付けが５類感染症に移行したこと
により、村内の各種行事は以前の開催方法に戻りつ
つある。写真は、①伊保内第２地区運動祭 ②九戸ま
つり ③二十歳を祝う会 ④敬老会

　高齢者の「ごみ出し」を
めぐる課題を把握し、もっ
と寄り添った支援策に取り
組んでほしいです。 保大木信子議員

　オドデ館などの大型事業
は、関係者と調査研究・協
議し、計画を充実させて推
進を図るべきです。 古舘　巖議員

共同住宅
入居基準の検討

農業・畜産の
さらなる振興
　飼料・燃料等高騰の影響
により営農に大きな打撃を
受けている。さらなる支援
が必要と考えます。 桂川俊明議長

　伊保内高校生を優先させ
るのは良いが、一般単身者
の年齢制限のない入居は
検討が必要かと思います。 髙﨑覺志副議長

村の特産品
甘茶の増産対策

伊保内高校
魅力化の支援
　高校の魅力化、ＰＲ活動
を強力に支援し、新規入学
者の増加につなげる施策を
望みます。 中村國夫議員

　九戸村の甘茶が「コロナ
感染抑制に効果」と報道さ
れました。増産に向けた、
今後の施策に期待。 坂本豊彦議員

人口減少と
産業振興対策

村森林整備事業
補助金の周知
　この補助事業があること
を知らない林家もある。対
象事業種等の周知が必要で
あると考えます。 岩渕智幸議員

　若者の定住には、雇用対
策が必要。農業など、地域
資源を生かした産業の育成
に期待します。 櫻庭豊太郎議員

老人医療費
給付事業の充実
　68歳、69歳、73歳、74歳
の村外医療機関の通院受診
に対しても、医療費助成を
するべきだと考えます。 久保えみ子議員

道路網の
整備促進と改良
　村道改良の推進、県道と
国道の改良整備、歩道整備
が必要だと考えています。

大﨑優一議員

地域おこし協力隊員の
定住対策

九戸まつりと
郷土芸能への支援
　九戸まつりや郷土芸能を
継続、継承していくために
は、村の財政的支援が必要
であると思います。 渡　保男議員

　地域おこし支援活動に従
事の協力隊員が、３年間の
任期満了後には、起業定住
することを期待します。 川戸茂男議員

①①

②② ③③ ④④
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◆第３回定例会／こんなことが決まりました

条例

令和５年第３回定例会  賛否が分かれた議案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　氏　名
議　　案　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大
﨑　
優
一

久
保
え
み
子

渡　
　
保
男

川
戸　
茂
男

中
村　
國
夫

坂
本　
豊
彦

櫻
庭
豊
太
郎

岩
渕　
智
幸

保
大
木
信
子

古
舘　
　
巖

髙
﨑　
覺
志

桂
川　
俊
明

審
議
の
結
果

令和４年度九戸村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 - 認定

※「〇」…賛成、「×」…反対、「欠」…欠席、「 - 」…桂川議長は、賛否同数などの場合にのみ採決に加わります。

後期高齢者医療特別会決算の認定

第
３
回
定
例
会
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

下 水 道 事 業

経営を明確にして効率化推進
令和６年４月から公営企業会計に移行

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、

「
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
」が
提
出

さ
れ
、全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、本
村
の
公

共
下
水
道
事
業
と
農
業
集

落
排
水
事
業
は
、令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公

営
企
業
法
の
財
務
規
定
等

を
一
部
適
用
し
、こ
れ
ま
で

の
官
庁
会
計(

特
別
会
計)

か
ら
、公
営
企
業
会
計
へ
と

移
行
し
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
法
は
、

企
業
の
経
営
方
式
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、公
共
性
を

保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。今
回
の
会
計
方

式
の
変
更
は
、下
水
道
事

業
が
長
期
的
に
安
定
し
た

経
営
を
持
続
し
て
い
く
た

め
に
、よ
り
一
層
の
経
営
の

効
率
化
、健
全
化
を
目
指

す
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定

何が変わるの？
－担当者から聞きました－

Ｑ今回の変更で、手続きが必要ですか？
Ａ今回は会計方式の移行であり、下水道使
用料、受益者負担金等の納付方法には変更
がありませんので、手続きをしていただくこと
はありません。

Ｑ企業会計方式
の良いところは？
Ａこれまでの官庁
会計では、単式簿
記により単年度の
現金収支に着目し
た会計処理を行っ
ていました。公営企
業会計では、複式簿記により経営状況の明確化、適
正な財産管理が可能となります。

Ｑ会計方式を変更する理由は何ですか？
Ａ人口減少等で使用料の増収が見込まれない中、
維持管理や更新・長寿命化等の財源を確保してい
かなければならず、持続可能な事業に向けた経営
の健全化が重要な課題となっているためです。

地域整備課
篠山 剛課長補佐

公営企業会計
で

効率的運営に

努めます。協
力を

お願いします
。

あなたの請願
　皆さんから提出された請願は、第３回
定例会で次のように決まりました。

●教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度負担率の引き上げをはかるた
めの、2024年度政府予算に係る意見
書の提出を求める請願
・請願者	 岩手県教職員組合県北部
		  支部長　小関高博
・紹介議員　保大木信子

議 員 発 議
意見書１件を可決

　議員発議として、意見書１件の提出が
ありました。原案のとおり全会一致で可
決され、国の関係機関に意見書を提出し
ました。
▶教職員定数改善と義務教育費国庫負

担制度拡充に係る意見書
● 意見書の要旨 ●

　地方自治体が計画的に教育行政を推
進することができるよう、次の措置を要請
するものです。
１　教職員の増員や少数職種の配置増な

ど教職員定数の改善を推進すること。
２　「学級編制基準の弾力的運用」の実

施ができるよう加配の削減は行わな
いこと。

３　地方財政を確保したうえで義務教育
費国庫負担制度の負担割合を引き上
げること。

採　択

予
算

一般会計補正予算(第４号)
　令和５年度予算の予算総額に3219万3000円
を追加し、52億1508万1000円としました。
●追加された主な予算
・漬物製造継続支援事業補助金… …………… 140万円
・新型コロナウイルス感染症予防接種費用…… 675万円
・自治公民館整備事業補助金… ……………… 592万円
・給食施設運営業務委託料… ………………… 315万円

▶令和５年度下水道事業特別会計補正予算(第２号)
　予算総額に7万7000円を追加し、１億6030万1000円としま
した。内容は、研修旅費の増額です。

▶令和５年度戸田財産区特別会計補正予算（第１号）
　予算総額に40万9000円を追加し、828万2000円としまし
た。内容は、自治会事業寄附金の増額です。

▶令和５年度伊保内財産区特別会計補正予算(第１号)
　予算総額に21万6000円を追加し、927万5000円としまし
た。内容は、森林災害共済掛金の増額です。

議決事件
▶令和４年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
　令和４年度会計決算における未処分利益剰余金6935万
7621円のうち、3131万8207円を資本金に組み入れること。
1500万円を減債積立金に、303万9414円を建設改良積立金に
積み立て、残余金2000万円を繰り越すことを議決しました。

反
対
討
論

制度に問題があり反対
久保えみ子議員

　後期高齢者医療制度は、75歳という年齢を超えただ
けで、安上がりの医療を押し付ける差別制度だ。元の老
人保健制度に戻して保険料や窓口負担を軽減し、高齢
者が安心して医療を受けられるようにするべきだ。全17議案のうち、

16件が全会一致で
「可決・認定」され

ました。

九戸村浄化センターを見学する九戸村浄化センターを見学する
伊保内小学校の児童伊保内小学校の児童
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議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

8月	
	 ８日	 議会広報常任委員会
		  町村議会議員夏季議員大学講座　～９日まで
	 21日	 北部地区町村議会議長会国政要望
	 22日	 北部地区町村議会議長会臨時総会
		  岩手県町村議会議長会中央研修会 ～23日まで
	 24日	 カシオペア連邦議会議員協議会役員会
	 25日	 議会運営委員会
	 28日	 九戸村村政調査会、議員全員協議会
		  カシオペア連邦議会議員協議会総会
	 30日	 産業民生常任委員会村内視察調査

9月	
	 ４日	 令和５年第３回定例会　本会議(開会、議案上程)
		  各常任委員会、議員全員協議会、九戸村村政調査会
	 ７日	 令和５年第３回定例会　本会議(一般質問)
		  議会広報常任委員会
	 ８日	 令和５年第３回定例会　本会議(議案審議)
		  決算審査特別委員会　～13日まで
	 14日	 岩手県町村議会議長会知事を囲む懇談会
	 15日	 令和５年第３回定例会　本会議(議案審議、閉会)
	 21日	 総務教育常任委員会村内視察調査
	 26日	 九戸村村政調査会、産業民生常任委員会
	 27日	 議会運営委員会村外視察調査　～28日まで
	 29日	 北部地区町村議会議員研修会

事業計画などを協議する議員＝8月28日、カシオペア
連邦議会議員協議会総会

人口減少時代における議員の政策立案について学ぶ
＝9月29日、北部地区町村議会議員研修会

■議会改革の取組を村外視察調査
　平泉町議会・西和賀町議会

議
会
運
営委員

会

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
９
月
27
日

と
28
日
、
議
会
機
能
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
議
会
改
革
で
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
平
泉

町
議
会
と
西
和
賀
町
議
会
を
視
察
調

査
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
調
査
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　議会が活動できる期間で
ある「会期」を通年(１年間)と
して、本会議・委員会を開け
る制度を設けています。

議場を視察する委員

村 の 課 題 を チ ェ ッ ク 常任委員会の視察調査

　総務教育常任委員会と産業民生常任委員会では、村内のさまざまな課題を把握して解決すること
を目的に視察調査を行いました。今回の調査で目にしたこと、意見交換でうかがった現場の声を議案
審議や村への政策提言に生かしていきたいと考えています。

産業民生 総務教育

村民の皆さまの声
お寄せください

議長交際費を公表

月
お祝い・会費

件　数 金　額
8月 0件 0円
9月 1件 5,000円

※議長交際費とは、議長が議会の対外的活動
を行うための経費です。各種団体の総会や式
典の会費などが主なものです。

教育委員会と合同視察
学力向上を図る
　教育委員会と合同で教
育施設等を訪問し、関係
者と課題解決のために意
見交換を行いました。村
の子どもたちの健やかな
成長と学力向上につなげ
たいと考えています。

議会機能を高め
村の振興につなげる

村外視察調査を終えて

風力発電施設
の説明を受け
る産業民生常
任委員

山
根
小
学
校
の
授
業

を
視
察
す
る
総
務
教

育
常
任
委
員

　村民の幸せと村の発展
を願い、視察調査を行うと
ともに、村民の声を直接お
聞きして村政につなげる
ため、懇談会を開催してい

ます。各種団体やグループなどか
らの申し込みをお待ちしています。

平泉町議会

　住民や関係団体から意見
等を聴く「住民の声を聴く会」
を開催して、議会としての政
策提言につなげています。

説明を受ける委員(右)

西和賀町議会

●期　日　９月21日
●調査先
	 ・山根小学校	 ・江刺家小学校
	 ・くのへスキー場	 ・九戸村共同住宅
	 ・九戸村学校給食センター

中村國夫委員長

●期　日	 ８月30日
●調査先
　・戸田保育園
　・九戸村「木の駅」
　・オドデ館
　・ＪＲＥ折爪岳南第一
　  風力発電所

　くのへ議会だより230号の５ページに掲載し
た髙橋良一教育長の任期に誤りがありました。
　正しくは、「令和５年７月24日」から３年間で
す。お詫びして訂正します。

【お詫びと訂正】

　私たち九戸村議会では、令和３年３
月に議会基本条例を制定して議会改
革に取り組んでいます。今回視察を
させていただいた平泉町議会と西和
賀町議会の先進事例を参考に、今後
の議会運営、監視機能と政策立案機
能の強化などに努めながら、議会の
活性化を図ることで「村民の幸せ」に
つなげていきたいと考えています。

坂本豊彦委員長

川戸茂男委員長
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問　
本
村
の
学
校
教
育
、

家
庭
教
育
、生
涯
学
習
な

ど
の
課
題
と
、そ
の
対
応

策
に
つ
い
て
、今
年
７
月

に
就
任
し
た
髙
橋
良
一
教

育
長
の
所
信
を
示
せ
。

教
育
長　
本
村
は
、「
誰

も
が
住
み
た
い
、住
み
続

け
た
い
村
」を
目
指
し
て
、

子
育
て
支
援
で
は
、先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
観
点
に
立
っ
た
と

き
、村
を
離
れ
た
と
し
て
も

「
子
育
て
す
る
な
ら
、九

戸
村
だ
」と
、戻
っ
て
来
た

く
な
る
環
境
、そ
れ
が
目

指
す
姿
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
教

育
分
野
ま
で
広
げ
、充
実

さ
せ
る
こ
と
が
責
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、特
に
学
校
教
育

に
お
い
て
は
、継
続
性
も
決

し
て
無
視
で
き
な
い
大
切

な
部
分
で
あ
る
。「
守
る
べ

き
は
守
り
、変
え
る
べ
き
は

変
え
る
」と
い
う
姿
勢
で

臨
ん
で
い
き
た
い
。

　

教
育
の
課
題
に
関
し
て

は
、①
学
校
教
育
で
は
▽

小
学
校
の
円
滑
な
統
合
▽

小
中
学
校
再
編
に
向
け
た

保
護
者
・
村
民
と
の
合
意

形
成
―
が
挙
げ
ら
れ
、そ

の
取
り
組
み
を
加
速
化
し

て
い
き
た
い
。さ
ら
に
は
、▽

学
力
の
向
上
▽
教
職
員
の

働
き
方
改
革
▽
中
学
校
部

活
動
の
地
域
移
行
▽
学
校

不
適
応
児
童
生
徒
へ
の
対

応
―
を
進
め
た
い
。

　

次
に
②
家
庭
教
育
で

は
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
、保
護
者
の
意
識
の

醸
成
を
図
る
。③
社
会
教

育
で
は
、学
び
直
し
の
視

点
を
重
視
し
、さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
る
。④
生
涯

学
習
で
は
、都
市
部
と
比

較
し
、文
化
芸
術
活
動
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
限
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、自
由
な
発

想
で
事
業
を
展
開
す
る
。

⑤
文
化
財
保
存・継
承
は
、

村
民
と
の
協
働
で
次
世
代

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
。⑥

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、各

団
体
主
催
の
大
会
を
支
援

し
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

最
後
に
、⑦
伊
保
内
高

校
に
関
し
て
は
、そ
の
存
在

意
義
は
大
き
く
、学
校
の

魅
力
づ
く
り
を
幅
広
く
支

援
し
て
い
く
考
え
だ
。

一
般
質
問

こども家庭庁の設置を
どう受け止めているのか
村長▶国と地方が本来の役割を果たし
　　　一体となった施策の展開を期待する

問　
国
に
お
い
て
は
、幅

広
い
子
ど
も
の
問
題
へ
の

一
元
的
な
対
応
を
目
的

に
、本
年
４
月
に
こ
ど
も

家
庭
庁
を
設
置
し
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

村
長　
こ
ど
も
家
庭
庁
の

設
置
は
、
遅
き
に
失
し
た

と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、

設
置
自
体
は
、
一
定
の
評

価
を
し
て
い
る
。

　
同
庁
の
設
置
で
国
と
県

の
役
割
が
果
た
さ
れ
、

国
、
県
、
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
た
施
策
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

が
、
現
時
点
で
は
不
明
な

点
な
ど
も
多
く
、
も
っ
と

ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設

置
に
よ
る
国
の
政
策
は
、

本
村
の
子
育
て
支
援
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。今
後
の
子
育

て
政
策
や
体
制
整
備
に
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

村
長　
本
村
で
は
、
国
が

な
す
べ
き
政
策
と
い
わ
れ

て
い
る
保
育
料
無
償
化
な

ど
の
子
育
て
支
援
に
も
、

村
単
独
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
同
庁
の
設
置
に
よ

り
、
国
が
な
す
べ
き
こ
と

が
行
わ
れ
れ
ば
、
村
単
独

で
実
施
し
て
い
る
支
援
策

の
財
源
を
振
り
向
け
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
深
め

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
本
村
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
そ
の
時
々
の
課
題
を

検
証
し
、
子
育
て
世
代
に

寄
り
添
っ
た
政
策
を
進
め

こども家庭庁では、「子どもの視線を大切こども家庭庁では、「子どもの視線を大切
にする」ことを基本姿勢の一つとするにする」ことを基本姿勢の一つとする

中
村
國
夫
議
員

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま

た
、
本
村
に
は
多
く
の
魅

力
が
あ
る
が
、
発
信
力
が

不
足
し
て
い
る
。
伊
保
内

高
校
生
が「
議
会
だ
よ
り

２
３
０
号
」で
、「
ま
ず
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
」と
、提
言

が
あ
っ
た
よ
う
に
、魅
力
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

発
信
力
を
強
化
し
た
い
。

　

組
織
体
制
は
、
そ
の

時
々
の
状
況
に
お
い
て
必

要
な
体
制
と
な
る
よ
う
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
た
い
。

子
育
て
政
策
に

ど
う
取
り
組
む
か

新
教
育
長
の
所
信
を
問
う

答弁する髙橋教育長答弁する髙橋教育長

～村政を問う～
一般質問に3人が登壇

　令和５年第３回定例会での一般質問は９月７日に行われ、３人の議員が一般質問に登壇し、
活発な議論が展開されました。掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
※全文記録(議事録)は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

中村 國夫 議員
○子ども・子育て支援について
○産業振興について
○新教育長の就任に当たっての所信について

17

大﨑 優一 議員 ○道路整備について
○林業振興について 18

久保えみ子 議員

○鳥獣被害対策について
○若い世代の所得向上対策について
○空き家対策について
○暑さ対策のエアコン設置について

19

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村議会では、一人60分以内の制限時間で質問を行います。

※一般質問は、アクリルパーテーションを設置した上で、マスクをはずして行っています。

議会を傍聴してみませんか
皆さんの代表が、議会でどのような発言をしているのか。
村がどのような施策を行おうとしているのか。
一度、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。
次の村議会定例会は、12月４日からの予定です。 藤川  武志さん（南田）

　
一
般
質
問
を

い
つ
も
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、髙
橋
新
教
育
長
さ
ん
か
ら

学
校
教
育
な
ど
の
課
題
と

所
信
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

傍 聴 席 か ら

くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行 〈16〉くのへ議会だより　第231号・令和5年11月9日発行〈17〉



一
般
質
問

久
保
え
み
子
議
員

一
般
質
問

大
﨑
優
一
議
員

問　
松
く
い
虫
が
、
二

戸
市
で
発
生
し
た
と
い
う

新
聞
報
道
を
目
に
し
た
。

本
村
で
も
以
前
、
発
生
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

後
の
発
生
は
な
い
の
か
。

　
隣
接
す
る
自
治
体
で
の

発
生
で
あ
り
、
村
内
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
発
生
し
て
い
て
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
十
分
な
調
査

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

対
応
策
を
示
せ
。

村
長　
本
村
に
お
け
る
松

く
い
虫
の
発
生
は
、
平
成

25
年
度
に
一
本
の
被
害
木

が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ

以
後
の
発
生
は
見
ら
れ
て

い
な
い
。

　
二
戸
管
内
で
は
、
一
戸

町
で
平
成
29
年
度
か
ら
継

続
的
に
被
害
が
発
生
し
、

二
戸
市
で
も
本
年
６
月
に

被
害
木
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
本
村
の
疑
い

の
あ
る
樹
木
も
県
が
調
査

を
し
て
い
る
が
、
松
く
い

虫
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
隣
接

市
町
で
の
発
生
は
、
常
に

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

状
況
と
い
え
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
県
と
連
携
し
、
立

ち
枯
れ
ア
カ
マ
ツ
の
調
査

や
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
発
生
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
林
業
実
行
組

合
の
巡
回
活
動
を
支
援
す

る
な
ど
、
監
視
体
制
を
継

続
す
る
こ
と
で
発
生
時
の

早
期
発
見
に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
被
害
木
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
伐
倒
駆

除
を
行
い
被
害
拡
大
の
抑

制
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

問　
村
民
20
代
の
令
和

４
年
所
得
額
は
、１
０
０

万
円
以
下
が
１
３
０
人
、

１
５
０
万
円
以
下
１
７
６

人
、２
０
０
万
円
以
下
２

３
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
所
得
の
実
態
で
は
、

若
い
世
代
が
希
望
ど
お
り

に
家
庭
を
持
ち
、子
育
て

で
き
る
状
況
で
は
な
い
と

思
う
。村
独
自
に
で
も
、若

い
世
代
の
所
得
向
上
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長　

質
問
の
よ
う
な

対
策
は
、本
来
は
国
の
責

任
の
下
に
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
と
思
う
。し
か
し
な

が
ら
、そ
う
な
っ
て
い
な
い

以
上
、村
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
国
や
県
と
連
携

し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
村
内
企

業
の
生
産
性
向
上
を
支
援

し
て
、
賃
金
の
引
き
上
げ

を
促
す
ほ
か
、
農
業
で
は

耕
作
地
の
あ
っ
せ
ん
や
機

械
の
導
入
支
援
に
よ
る
生

産
規
模
の
拡
大
と
、
技
術

指
導
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
を
図
り
た
い
。

　
林
業
で
は
、
木
の
駅
な

ど
を
活
用
し
、
所
得
の
向

上
を
支
援
し
た
い
。

問　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

ど
、鳥
獣
被
害
が
本
村
で

も
年
々
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
る
。そ
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

村
長　
農
作
物
の
鳥
獣
被

害
は
、
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
特
に
最
近
は
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
が
村
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
農
作
物
へ
の
被
害
対
策

は
、
①
個
体
群
管
理(

捕

ま
え
る)

②
侵
入
防
止
対

策
（
守
る
）
③
生
育
環
境

管
理(

寄
せ
付
け
な
い)

―

の
三
つ
が
基
本
と
さ
れ

る
。
村
で
は
、
こ
の
基
本

を
地
域
ぐ
る
み
で
徹
底
す

る
こ
と
が
被
害
減
少
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
、
次
の

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、①
個
体
群
管
理

で
は
、九
戸
村
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
と
連
携
す

る
中
で
、捕
獲
や
捕
獲
用

品
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、補
助
金
を
交
付

し
、人
材
の
確
保・育
成
に

努
め
て
い
る
。②
侵
入
防

止
対
策
で
は
、電
気
牧
柵

若い世代が将来に明るい希望を持てる若い世代が将来に明るい希望を持てる
社会をつくることが求められている社会をつくることが求められている

等
の
設
置
費
用
を
支
援

し
て
い
る
。今
後
は
、設
置

技
術
向
上
の
研
修
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。③
生

息
環
境
管
理
の
観
点
か
ら

は
、農
地
や
山
林
の
適
正

管
理
を
推
進
し
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
は
、市
町
村

の
垣
根
を
越
え
て
発
生
す

こ
と
か
ら
、今
年
６
月
に

は
、二
戸
地
域
で「
対
策

チ
ー
ム
」を
設
置
し
て
い

る
。今
後
も
、近
隣
市
町
村

や
青
森
県
南
地
域
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
、被
害
防

止
対
策
を
実
施
し
た
い
。

問　
山
と
里
山
、畑
の
区

分
け
が
あ
り
、生
態
系
を

き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
く

環
境
づ
く
り
が
中
山
間
地

域
の
振
興
だ
け
で
な
く
、

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
取
り
組
み
に
広
く

村
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

人
件
費
を
措
置
し
、山
と

里
山
を
再
生
す
る
活
動
を

支
援
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　
本
来
、土
地
の
所

有
者
が
適
切
な
管
理
が
で

き
れ
ば
、山
と
里
山
の
境

界
線
が
保
た
れ
る
が
、高

齢
化
な
ど
に
よ
り
難
し
い

状
況
と
な
って
い
る
。

　

村
で
は
、農
業
委
員
会

と
連
携
し
た
耕
作
放
棄
地

の
解
消
や
多
面
的
機
能
交

付
金
に
よ
る
農
地
保
全
へ

の
支
援
。ま
た
、自
伐
型
林

業
も
里
山
整
備
に
つ
な
が

る
と
考
え
、木
の
駅
の
整

備
を
行
って
い
る
。

　
予
算
措
置
を
伴
う
里
山

再
生
は
、全
国
的
な
課
題

で
あ
り
、国
や
県
に
働
き

か
け
な
が
ら
、財
政
の
健

全
維
持
の
観
点
も
踏
ま
え

て
、慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

若
い
世
代
の
所
得
向
上
を

鳥
獣
被
害
対
策
を

里
山
保
全
支
援
で

問　
田
代
行
政
区
の
国

道
３
４
０
号
か
ら
農
免
道

路(

村
道
袖
川
滝
谷
線)

に

至
る
村
道
田
代
石
神
田
線

の
道
路
整
備
は
、私
の
記

憶
で
は
十
数
年
前
に
着
工

し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
工
事
は
、大
部
分
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
が
、ど
の
よ
う

な
方
針
で
、今
後
の
整
備

を
進
め
る
考
え
か
。

村
長　
村
道
田
代
石
神
田

線
は
、平
成
26
年
度
か
ら

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
配
分
を
受
け
、同
交

付
金
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
新
規
計
画
路
線
だ
。

　

整
備
計
画
は
、道
路
延

長
が
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

車
道
幅
員
は
、片
側
２
・

７
５
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。路
線
の
途
中
に
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
孵
卵
場
が
あ
る

が
、工
事
は
、孵
卵
場
出

入
口
付
近
か
ら
農
免
道

路
手
前
ま
で
完
成
し
て
い

る
。残
る
の
は
、国
道
側
約

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、農
免

道
路
側
約
１
０
０
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

　

今
後
の
工
事
は
、ま
ず

孵
卵
場
出
入
口
付
近
、次

に
国
道
側
、最
後
に
農
免

道
路
側
を
実
施
す
る
方
針

だ
が
、遺
跡
調
査
を
必
要

と
す
る
箇
所
が
あ
り
、そ

の
進
ち
ょ
く
状
況
と
調
整

し
な
が
ら
の
施
工
と
な
る
。

　
ま
た
、近
年
は
、社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
配

分
が
少
な
く
な
り
、事
業

の
進
ち
ょ
く
が
遅
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、国

へ
の
要
望
、働
き
か
け
を

行
い
、で
き
る
だ
け
早
期
に

完
成
で
き
る
よ
う
、計
画

性
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

松
く
い
虫
の
対
策
を
万
全
に

鳥獣被害が深刻になっている
対策をどのように考えているのか
村長▶被害対策の三つの基本を
　　　地域ぐるみで徹底していきたい

長期化する村道田代石神田線整備
今後どう工事を進める方針か
村長▶財源の確保に努めて
　　　早期に完成できるよう取り組む

村内で撮影されたニホンジカ村内で撮影されたニホンジカ

田　代
行政区

長興寺下
行政区

↑二戸市

伊保内↑

国道 340号

ひめほたるこども園

孵卵場

石神田

江刺家

↑

滝谷→

主要地方道
二戸九戸線

農免道路
（村道袖川滝谷線）

村道長
興寺石

神田線

▶N

瀬月内川

村道田代石神田線

村道田代石神田線の本年度工事が行われている村道田代石神田線の本年度工事が行われている
ブロイラー孵卵場出入口付近ブロイラー孵卵場出入口付近

「松食い虫被害」とは
　体長１ミリメートル足らずの「マツノザイ
センチュウ」が松の材内に侵入して増殖する
ことによって、松が
枯れる病気。同セン
チュウは、媒介昆虫
である「マツノマダ
ラカミキリ(体長２セ
ンチメートルから３
センチメートル)」に
よって運ばれ松を枯
らし、同カミキリは、
その枯れた松に産
卵して増殖し、被害
を広げる。

❶マツノマダラ
　カミキリ
❷マツノザイセンチュウ

❶❶

❷❷
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小さな太陽
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　私
が
住
む
九
戸
村
に
は
、
良
さ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
人
口
が

少
な
く
さ
び
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
私

は
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
九
戸
村
が
に

ぎ
わ
う
か
を
考
え
ま
し
た
。

　九
戸
村
で
は
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
私
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、

友
達
に
会
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
い
で
す
。
私
は
、
九
戸
村
の

良
さ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
と

考
え
ま
し
た
。

　そ
れ
は
、九
戸
村
の
自
然
で
す
。

自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
で
、他
の
市
町
村

に
住
む
人
と
九
戸
村
に
住
む
人

と
の
間
に
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま

す
。具
体
的
に
は
、四
季
そ
れ
ぞ
れ

の
美
し
い
景
色
を
楽
し
む
た
め
に
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
村
内
外
の

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
九
戸
村
が
に
ぎ
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
会
場
を
出
会
い
の
場
と

し
て
、
自
然
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
人
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
素
晴
ら

し
い
村
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

自
然
を
生
か
し

村
を
に
ぎ
や
か
に
!

児童会活動を
しています。

6年生執行部3人の
目標です。
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表紙の写真は、運動会の応援合戦で赤
組のリーダーを務めた田

た ざ わ

澤昊
こ う し ん

真君。そ
の元気な応援は、笑顔いっぱい、幸せ
いっぱいの一日を演出しました。

●
今
年
の
夏
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
猛
暑
で
し

た
が
、
台
風
も
無
く
秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
冬
は
、
暖
冬
の
予
報
の
よ

う
で
す
。
暖
か
く
、
雪
害
の
無
い
冬
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
村
、
自

治
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
流
行
前
に
戻
り

つ
つ
あ
り
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
感
の
あ
る
村
が

活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
も
出
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
と
の
こ
と
、

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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